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令和元年５月教育委員会臨時会 

 

日  時  令和元年５月１４日（火曜日） 

       午前９時００分開議 

場  所  美里町役場南郷庁舎２０６会議室 

出 席 者  教育委員（５名） 

           教  育  長   大 友 義 孝 

       １番  教育長職務代行   後 藤 眞 琴 

       ２番  委     員   成 澤 明 子 

       ３番  委     員   留 守 広 行 

       ４番  委     員   千 葉 菜穂美 

       欠席なし 

説 明 員  教育委員会事務局 

        教育次長           佐々木 信 幸 

        教育総務課長兼 
        学校教育環境整備室長     佐 藤 功太郎 

        課長補佐兼総務係長      藤 﨑 浩 司 

傍 聴 者  ２名 

 

                                            

 

議事日程 

 第 １ 会議録署名委員の指名 

 ・ 協議事項 

 第 ２ 美里町学校再編について（継続協議） 

 第 ３ 美里町学校施設長寿命化計画の変更について 

 ・ その他 

                                            

 

本日の会議に付した事件 
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 第 １ 会議録署名委員の指名 

 ・ 協議事項 

 第 ２ 美里町学校再編について（継続協議） 

 第 ３ 美里町学校施設長寿命化計画の変更について 

 ・ その他 
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午前９時００分 開会 

○教育長（大友義孝） それでは、皆さんおはようございます。朝早くからご参集いただきまし

て、ありがとうございました。 

  先日の総合教育会議、大変お疲れさまでございました。今後ＰＴＡ連合会の皆様方、また秋

に会議が行われるということでございますので、教育委員会としてもＰＴＡの皆さんと協力し

て進めてまいりたいというふうに思っております。 

  今日は、協議案件２カ件でございますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

  それでは、令和元年５月教育委員会臨時会を開会させていただきます。 

  本日の出席は教育長を含め５名でありますので、委員会は成立いたしております。 

  なお説明員としまして、教育次長、教育総務課長、教育総務課長補佐が出席いたしておりま

す。 

  早速でございますが、今日私のほうからまず２カ件、今年度教科用図書の採択が行われます。

内容的には多い教科用図書の選定ということになりますが、要請書がまいっておりますので、

今日報告といいますか、委員の皆様方に配付をさせていただいております。後ほどご覧いただ

ければというふうに思っております。まだ、教科用図書の関係については協議会の総会を開催

したばかりでありまして、今後のスケジュール等もこれから固めていくというふうな、今状況

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

                                            

 

日程 第 １ 会議録署名委員の指名 

○教育長（大友義孝） それでは、日程第１、会議録署名委員の指名を行います。議事録署名委

員の指名につきましては、今回の会議においては２番成澤委員さん、３番留守委員さんにお願

い申し上げます。よろしくお願いいたします。 

 

                                            

 

日程 第２ 美里町学校再編について（継続協議） 

○教育長（大友義孝） それでは、協議事項に入ります。日程第２、美里町学校再編について（継

続協議）ということでございます。 
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  まず、今日は新中学校建設の基本計画（案）ということで、お手元のほうに配付させていた

だいておりますが、まず事務局のほうから説明をいただきたいというふうに思います。よろし

くお願いいたします。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） 皆様、大変お疲れさまでございます。

教育総務課長の佐藤でございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、私のほうからお手元の資料の説明をさせていただきたいというふうに思っており

ます。新中学校施設基本計画（案）ということになりますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 

  恐縮ですが、座って説明をさせていただきたいと思います。 

  まずこの件につきましては、平成３１年２月の教育委員会の中で、この業務を請け負ってい

た国際航業株式会社のほうから国際航業の案ということでいただきまして、詳細な説明を受け

ておるというところでございます。それを、今回意見交換会・アンケートの結果等々を踏まえ、

その後の総合教育会議を踏まえてという形で、今回教育委員会の案としてお出ししているとい

うところでございます。 

  それで、流れといたしましては財産取得の申し出を教育委員会から町長に行うということが

必要でございまして、その際の基礎となる資料というふうなところになります。これを教育委

員会の中で決めてそして申し出をしていく、こういうふうな形になるというところでございま

すので、よろしくお願いしたいというところでございます。 

  それでは内容につきまして、かいつまんでご説明をさせていだきたいというふうに思ってお

ります。 

  まず、１枚めくっていただくと目次の部分がございまして、６つほど内容分かれてございま

す。まず初めに、全体基本計画というところで方針的な部分、あと条件的な部分。あと２番目

といたしまして、建築施設基本計画ですね、建築の基本計画。３つ目が、土木施設の基本計画。

４つ目が概算事業費、これにつきましては以前は適地選定のときに概算事業費をはじいてござ

いますが、今回この計画をつくるに当たり再度精査したというふうなところになってございま

す。その次が事業計画ということで、負担金・交付金等の財源の部分、あとスケジュールの部

分。あと、最後に事業手法の検討というところでございます。 

  続きまして、３ページをご覧いただきたいと思います。これが、ちょっと取りまとめた表と

いうかものになっておりまして、まず左側に基本的方向性１から基本的方向性４まで書いてご

ざいます。これにつきましては、美里町中学校再編整備基本構想をそのまま掲載しているとい
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うようなものでございまして、その隣が美里町総合計画・美里町総合戦略の将来像、あとは土

地利用構想という部分を書かせていただいておりまして、これらを踏まえて新中学校の施設整

備の基本方針をここに５つほど載せてございますけれども、定めているというところでござい

ます。 

  １つ目が「美里町唯一の中学校として安全・安心な質の高い教育環境を１００年にわたり持

続できる新たな中学校を整備します」という部分と、２つ目が「１学年７クラス３０人未満学

級の編成に応じた適切な規模の校舎・教室を確保します」、３つ目が「教育活動や部活動で同時

にさまざまな活動を可能とする必要施設を確保し、さまざまな動線の錯綜を避けた適切な施設

配置とします」、その次が「地域の人々とつながり、地域とともにつくり育てる地域に開かれた

学校として整備します」、最後になりますけれども「豊かな田園景観を背景に自然や地球環境へ

の関心を促す環境にやさしい学校を設備します」というようなところで、基本方針を立ててい

るというようなところでございます。 

  続きまして、４ページでございます。ここの部分が、今回の計画のポイントというところに

なります。まず今回は、今後進めていく中でもととなる計画ということでございまして、ここ

の表にあるとおり、こういう項目についてしっかりと決めていくというところでございます。 

  １つ目が計画地及び面積ということで、場所は教育委員会で選定してご説明している小牛田

駅東地区ということでございます。その中で、図面上で計測すると３万９，８０９．７３平米、

登記面積につきましては３万８，５１５というようなところでございまして、これをまずは 基

本とすると。 

  ２つ目が生徒数・クラス数ということで、生徒数につきましては５６０人、これは昨年度推

計している生徒の数をベースにというところでございまして、１クラス３０人未満学級。そう

いうところで、普通教室につきましては２１クラス、各学年７クラスというところでございま

す。 

  ３つ目、開校時期でございます。これは２０２４年４月、これを目標にして進める。４つ目

総事業費ということで、５５億円を上限とするというようなところでございます。 

  総事業費には、小牛田中学校・不動堂中学校の解体、あとは今回の駅東の土地取得費、土地

造成費、インフラ整備費、建築工事費、あとは設計料とあとは備品購入、これはスクールバス

の部分が大きい部分でございますけれども、それを見込んでいるというところでございます。 

  その下に整備すべき施設ということで、校舎、あとは屋内運動場、武道場、屋外プール、給

食棟、屋外トイレ、部室、渡り廊下、屋外運動場、駐輪場、駐車場、あとは外構・緑地と、こ



 6 

ういうものを整備していく、こういうものを条件にしていくということでございます。 

  その次のページは計画地についてあらわしたものというところでございまして、その次のペ

ージが施設構成及び規模ということで、これは開校時の、ここ平成になってございますけれど

も２０２４年開校時の人数をここにあらわしてございまして、普通教室の生徒数５６０人、全

体の生徒数につきましては５７３人ということで、ここに注意書きとして書いてございますけ

れども、これは特別教室の見込みというかその生徒を含む人数ということで全体の人数。あと

普通教室を出す必要がございますので、普通教室の生徒数５６０ということで、これを基本に

というようなところでございます。 

  続きまして７ページでございますけれども、これは施設の概要というところで、まずは生徒

数・クラス数。あとは校舎基準プランということで、校舎につきましては鉄筋コンクリート造

りの３階建てというところを基本とするというところでございまして、教室の面積につきまし

ては６４平米を基本とするというところでございます。 

  校舎に配置する教室についてはこのような教室ということで、普通教室、特別教室等々を見

込んでいるというところでございます。屋内運動場につきましてもここにあるようなものを見

込み、武道場につきましては柔道場と剣道場を１面ずつ、屋内運動場に併設というところでご

ざいます。 

  屋外プールにつきましては、２５メートル掛ける６コースのプールを設置する。あと、それ

に附帯する施設を設ける。給食棟につきましては最大調理食数６００食ということで、ドライ

方式でということで考えてございます。屋外運動場、これにつきましてはここに書いてあるよ

うな形で、こういうものを想定してというところでございます。あとはこれに伴う部室と、あ

とは屋外トイレ。あとは、⑩⑪につきましては駐輪場・駐車場。あとは外構・緑地というよう

な構想というところになってございます。 

  続きまして、その次が校舎基準プランということで８ページでございますけれども、これは

これまで小牛田中学校・不動堂中学校で使われてきた面積、あとは南郷中学校の面積というこ

とで書いてございまして、その下に現在の基準の面積ということで書いてございます。今回、

新中学校につきましては３０人未満学級を基本ということにしております。それで、生徒１人

当たりの基準面積が４０人基準ですと１．８５平米ということでございますが、今回１人当た

りの面積に余裕を持たせたということで、１人当たり２．２１平米のプランということで設定

をしているというところでございます。 

  続きまして９ページ・１０ページにつきましては、部活動の部分ということで記載している



 7 

というところでございます。これまでの部活動に加え例えば陸上競技、９ページに書いてござ

いますけれども陸上競技、あとはバドミントン、ダンスと、運動部につきましてはこのような

ものも見込んでおるようなところと、文化部につきましては生活科学、情報処理というような

ところを想定というか追加しているというようなところでございます。 

  あと、１１ページから１２ページ・１３ページまでにつきましては、文部科学省の基準との

比較ということで今回整理をしているというようなところでございます。 

  あと１４ページでございますけれども、これは参考までに宮城県内の公立の中学校の土地面

積・施設面積を比べてみたものということで、県内２０４校ということで単純に平均したもの

と新中学校を比較しているというところでございます。あと今回の計画に当たりましては、参

考として大崎市の古川東中学校、ある程度ほぼ同規模だというようなところでございますので、

そこを参考にしているということで掲載というところでございます。 

  １５ページにつきましては、建築施設の基本設計というところでございます。これは、設計

方針と基本仕様というようなところで、このような形でまずは今回定めていきたいというとこ

ろでございます。配置計画と施設計画、あとは基本仕様の部分につきましてはそれぞれの構造

ですね、外部仕上げ・内部仕上げ、設備というようなところでまとめている表でございます。 

  続きまして、１６ページには地図をつけておりまして、計画対象地区ということで赤く囲っ

ている部分ということで、１７ページがそれを拡大しているというところでございます。色を

おつけしている部分が施設ということでございまして、校舎につきましては黄色、あとちょっ

とわかりづらいんですけれども、給食棟につきましては薄い紫ですかね、あと武道場がちょっ

と濃い紫、あとは屋内運動場、あとは屋外プールということで書いてございます。 

  こういうような形で、今回基本計画として配置してみたということでございまして、これは

あくまでたたき台ということでございまして、これをもって必ずこのような形で、このような

配置でというところではなく、計画した土地に施設配置がちゃんとおさまるかというものを確

認するために配置しているというところでございまして、今後詳細につきましては基本計画か

ら始まりまして実施設計、そういう中でその詳細を詰めていくというような形になります。今

回は、このように施設がおさまるというものを確認しているというようなところでございます。 

  続きまして１８ページ・１９ページ、これらにつきましては平面図ですね、施設の。まずは、

１８ページが校舎の平面図ですね。３階建ての校舎というところと、その次が屋内運動場・給

食棟・プール、ちょっと小さい面にはなってございますけれども、このような形というところ

でございます。 
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  ２０ページにつきましては、先ほどの施設のそれぞれどういうものがあるかというところを、

それぞれの教室等、施設の内容等を整理しているものということで、それぞれの面積・部屋数

等をまとめたものというところでございます。 

  続きまして２１ページ、建築施設の概算工事費ということで、これは建築にかかわるものと

いうことで、この計画に当たって整理をしているというようなものでございます。それで、こ

の中で③の武道場のところの面積でございますけれども、ちょっと記載が「４３．８．００」

というふうになってございまして、これ「４３８．００」でございます。これは誤りでござい

ますので、修正をお願いしたい。大変申しわけございません。よろしくお願いいたします。 

  これが、校舎から施設１２番までの外構・緑地というところで建築にかかわる部分、これに

つきましては３７億７，１２４万円というようなところでございます。 

  続きまして土木施設の、今度は土木の造成の部分でございます。造成に当たっても基本計画

を設定いたしまして、今後造成の詳細な計画というものを詰めていく、それのもとになるもの

というようなところでございます。 

  造成につきましては、２３ページでございますけれども、造成方針といたしまして洪水時を

考慮して、浸水深以上の計画高を確保する造成を行うというような計画でございます。あと、

現在田んぼとして利用されている土地でございますので、軟弱地盤ということが想定されます。

これは、駅東の造成のときもそういう想定で対応してきているというところあるんですけれど

も、軟弱地盤の改良等々これにつきましては今後の地質調査、詳細な調査を行った上で実際ど

ういう形でやっていくのかというようなところを考えていく。通常であれば、尐し高く盛土を

して重みをかけて、土地の沈下を促進させて落ち着かせてというような方法でございますけれ

ども、今後の調査によってその他の方法を組み合わせて進めていかなければならないというこ

とも想定されるというふうなところでございます。 

  あとは、下に盛土材の確保ということで書いてございますが、大量の土が必要になるという

ことですので、これにつきましては例えば国・県とちょっと調整をしながら、良質な公共残土

を受け入れるような形も考えていかなければならないというところで、こういう部分でコスト

縮減を図っていくというようなところも考えていかなければならないというようなところでご

ざいます。 

  続きまして、２４ページ道路計画でございますけれども、道路につきましては南側の町道小

牛田南郷線、あとは西側の小桜上線という町道がありまして、東側につきましては農道側とい

うようなところで囲まれてございまして、基本的には乗り入れするのは小牛田南郷線・小桜上
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線というところになると思います。現在の考えでは、道路を大きく改良していくということは

考えてございません。現状の道路を利用していくというようなところで考えている。あとは、

この中では全然余計な話にはなるんですけれども、信号設置等々について要望しながら、あと

は横断歩道とかそういう施設を設置いたしまして、安全に校地に入れるような計画をしていく

というようなところでございます。 

  その後に、２６ページにつきましては緑地の部分ということで、これは開発に伴う部分で緑

地が必要になるという部分がございますので、そういうものを整理したもの。あと２７ページ

につきましては、雤水排水ですね。これも開発の部分で今後必要になってくるということで、

こういうものを想定している。あとは、これも開発に伴いまして、２８ページでございますけ

れども、調整池が必要になるということでございますので、これは県と調整の上設置していか

なければならないというところでございます。２９ページにつきましても、調整池の部分の記

載ということになってございます。 

  ３０ページでございますけれども、上下水道計画ということで、今回新たに建築する、整備

するということですので、上下水道の整備が必要になってくるというところでございまして、

これらにつきましては水道事業所、あとは下水道課、こういうところと連携しながら、整備に

つきましてはそれぞれのセクションで整備を受け持ってもらうというような中で進めていくと

いうふうなところでございます。その内容につきましては、今それぞれ検討をいただいている

というふうなところでございます。 

  続きまして、３１ページにつきましては消防水利計画ということで、地区内に防火水槽等の

設備と、あとは屋外プールについても消防水利施設としての位置づけをするというようなとこ

ろを考えているというところを記載してございます。 

  ３２ページにつきましては、屋外運動場の計画というようなところでございます。これにつ

きましては、基本的には土の校庭ということで、３３ページにクレイ系舗装ということで書い

てございますけれども、基本的には土の舗装ということになります。それで、ここに細かいそ

れぞれの用途につきまして書いてございますが、これはあとご覧いただければなというふうに

思ってございます。 

  それで、これらを図面にしたものが３５ページというところになりまして、着色している部

分が該当しているものというふうなところでございます。建物以外の部分、土木の施設に関す

る部分ということで、こういう施設について整理をしたというところでございます。３６ペー

ジにつきましては断面図を書いてございまして、ピンクで着色している部分、これは盛土をし



 10 

ている部分というようなところでございます。 

  続きまして３７ページでございますけれども、これは土木施設の概算工事を取りまとめたも

のということでございまして、土木施設につきましては仮設工から始まって９番の消防水利工

というところまで含めて、工事費といたしましては７億７，３９６万円というようなところで

整理をしているというところでございます。 

  ３８ページにつきましては、解体を含めて全体工事費をあらわしているものでございます。

土地取得も含めて、あとは測量・調査・設計・備品等、あと先ほどご説明申し上げました建築

の部分、あとは土木の部分、こういうものをまとめたものというところでございます。それで

土地取得費につきましては、金額についてここに平米２，０００円ということで入れてござい

ますが、これにつきましては明確な根拠という部分ではございませんで、今後不動産鑑定を実

施した上で適正価格を定めて進めていくというようなところになるというところでございます。 

  続きまして３９ページにつきましては、全体的な事業費と年度別の事業費ということで取り

まとめたものというところでございます。 

  ４０ページになります。事業計画ということで、負担金・交付金ということで、これは文部

科学省のまず国庫補助の助成をいただかなければならない。あとは、道路・上下水道の整備に

ついてもそれぞれ社会資本整備総合交付金の助成を受けて進めるということでございます。こ

れらに合わせて起債、一般財源で対応していくというようなところになるというところでござ

います。 

  文部科学省の国庫補助金につきましては、負担金と交付金というものに分かれてございまし

て、負担金というのは国が責任を持って確実に補助していくものというところでございまして、

負担金につきましてはその中で優先順位をつけてやっていくというような、例えば該当になる

んだけれども件数が多ければちょっと補助率が下がるとか、該当にならないというような可能

性があるというようなものでございます。これらにつきましては財政と調整をして、以前事業

費についてシミュレーションを行っていてというようなところで、細かい財源につきましては

調整しながらこれは進めていかなければならないというようなところになってくるのかなとい

うふうに思っているところでございます。 

  続きまして、スケジュールということで４２ページにつきましては、以前適地選定のときに

も検討しているところなんですけれども、これは従来方式で実施した場合の最短の工程引いた

ものを、一応参考までにつけております。それで、総合教育会議で調整した中で、やはり民間

活力の導入も必要だ、ＰＦＩの導入も検討すべきだというところで調整をしてございまして、
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ＰＦＩを考えた場合４３ページの工程になっています。一応こういう形で進めるということで

今考えているところでございまして、今年度にまずはＰＦＩの導入可能性調査、民間活力の導

入可能性調査というものをやった上で、従来手法がいいのか、それともその他の手法がいいの

か、そういうようなところを検討した上で事業を進めていくといようなところで考えてござい

まして、意見交換会等々でご説明をさせていただいておりますけれども、今年度・来年度で設

計の下準備ですね、実施に向けた下準備を進めまして、残りの３カ年、２０２１年から２０２

３年において設計施行を進めていく。そして、２０２４年の開校を目指していくというような

ところでございます。 

  ４４ページにつきましては、ちょっと見づらくて恐縮なんですけれども、それぞれの建築工

事の工程表ということで、校舎に始まって外構工事までございますけれども、それぞれの工事

内容についていついつやっていくんだというような概略をまとめたものというところでござい

ます。 

  ４５ページにつきましては、事業手法の検討ということで、先ほど申し上げましたけれども

従来型の発注、あとは設計・施工一括発注というところと、４６ページのＰＦＩ事業の方法と

いうところでこういうものが考えられるというところでございますが、これらについては今後

検討を進めていくというようなところでございます。 

  ４７ページに、ＰＦＩによる新中学校建設事業の流れというところで、それぞれステップ１

から事業終了のステップ７までということで整理したものをおつけしているというようなとこ

ろでございます。 

  最後になります。４８ページでございます。これは一応参考までにということで、ＰＦＩ事

業につきましては大崎市立古川南中学校のほうで実際実施されているというようなところでご

ざいます。ここに、事業名から事業スケジュールというところで書いてございます。そして、

今回ご説明させていただきたいのはこの下の部分でございます。ＰＦＩ事業で取り組むという

形になりますと設計と建設、設計施工ですね、あとは維持管理、あと運営というような部分で

ございます。 

  維持管理・運営につきましては、当然教育に関するものではなく施設に関するものというこ

とで、施設の維持管理ですね。あと運営につきましては、古川南中学校の場合は給食の業務と

いうことで、これは栄養士等々に関する部分は除いてございます。実際に給食をつくるという

ようなところ、それをメーンにした運営というところと、あと図書館業務をこの中に入れて民

間に行っていただいているというようなところになっているということで、あとその隣に大崎
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市、あとＰＦＩ事業者ということで、それぞれをどちらが受け持つかというようなところを丸

と三角で示してございますけれども、ＰＦＩ事業で取り組むということになれば、お互いどう

いう役割分担でやっていくんだと、何をどこまで頼んでいくんだというような部分をしっかり

と詰めながら進めていくと。そして、お互いに合意のもとで維持管理・運営を行っていくとい

うようなところになっていくのかなというところでございます。 

  資料の説明については以上というふうなところでございます。よろしくお願いいたします。 

○教育長（大友義孝） ご説明をいただきました。ありがとうございました。 

  既にこの基本計画そのものについては、今年の２月２５日に教育委員会定例会がありました。

その際に、委員の皆様方にご提示申し上げていた部分でございました。その部分について、意

見交換会を通していろいろなご意見・要望を踏まえて、そして進めるに当たって最終形として

はこの基本計画をつくった上で、今後の展開になってくるということになるかと思います。こ

れまでは、平成２７年に始まった学校教育環境整備方針から始まって今日に至っているわけで

ございまして、これをもとに今後進めていくということになってございます。 

  これまで委員さん方には確認いただいていると思いますが、改めて今説明をいただきました。

委員の皆様方からご質問、ご意見をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

  口火をなかなか切れないかと思うので、ちょっと私見ていた部分でお話しさせていただいて

よろしいでしょうか、ちょっと数点ありましたので。 

  まず表題なんですが、「新中学校施設基本計画」というふうになっておりますが、この「施設」、

「新中学校建設基本計画」ではないのかというふうな思いもちょっとしたわけでありますが、

その辺のところ、この「施設」でいいのかということをちょっと確認したいと思うんですけれ

ども、課長さん。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） じゃあ、私のほうからご説明させてい

ただきます。 

  この中身で、まずはここに目次の部分でございますけれども「建築施設基本計画」、２番目で

ございます。あとは３番目に「土木施設基本計画」ということで、それぞれの施設という捉え

方をしておりまして、それの基本計画である。あとは、当然教育に関する部分はこれに入って

ございませんので、今の計画の部分には。あくまで施設に関する基本計画という捉え方で作成

をしておりまして、その部分を町長に対して財産取得の申し出の資料として施設の整備をお願

いするというようなところで、こういう名称にしているんだというふうなところでございます。 

○教育長（大友義孝） ということは、ソフトが入っていないよということなんですね。 
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○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） 説明内容には、当然そういう方針的な

部分とか部活動の部分について一応載せてございますが、これについてお願いするわけではご

ざいませんので、全て施設に関する部分というところになると思います。 

○教育長（大友義孝） じゃあ、それぞれの施設の実施のための方向性と、それからその方向性

を示した上での具体的な計画部分というイメージということで解釈していいんですね、わかり

ました。 

  それから、これそのもので方向性と具体的な計画をつくっているんだけれども、それに基づ

いて施設が確定するわけではないということですね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） そのとおりでございます。説明で、４

ページ「新中学校施設の計画条件」というところで基本的な計画条件、これを定めないと先に

進まないというようなところもございますし、あとはある程度具体的な部分で、本当にたたき

台ではございますけれども、そういうものをお示ししなければやはり具体的なものに入ってい

けないというところでございますので、今回につきましてはこのような部分まではこちらのほ

うで、教育委員会のほうで計画をさせていただいて、あと具体的な施設配置・内容につきまし

ては当然調整を行いながらになるとは思いますけれども、今後定めていくというふうなところ

になっております。 

○教育長（大友義孝） ということは、設計業者さんとかの自由度というのかな、設計プランと

いうのかな、そういうものを示しているということだよね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） そのとおりです。 

○教育長（大友義孝） 方向性だけを示しているということですね、わかりました。 

  あと、いろいろなところで平成３６年とか平成４２年とかって出てくるんだけれども、この

辺ちょっと直してもらわなきゃないですね、年号についてはね。 

  あと、ちょっとこの人数なんだけれども、さっき見ていたら前の資料もそうだったんだけれ

ども、例えば６ページで下の表見たほうがいいのかな、Ｈ３０年で５６１人ってなっています

よね。これは住民基本台帳及び生徒数をもとに、推計というのはこれ以降の部分だと思うんだ

けれども、平成３０年というのは現実の問題だと思うんですね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） そうです、実数です。 

○教育長（大友義孝） 実数ですよね。そこで、さっき人数の総員、クラス総員、特別教室との

関係もある。１０ページね、１０ページの表の一番右下、生徒数３校合計５７１っていうのあ

るんだけれども、これは同じ平成３０年度で比較した場合５６１と５７１で差があるんだけれ
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ども、これ何でかな。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） これにつきましては、各学校に聞き取

りをしてその時点の数字を載せているということでございますが、部活動につきましては普通

教室に子供たちだけではなく、特別教室の子供も活動できる方についてはやっているというよ

うな状態でございまして、まずちょっとここの６ページのこれは平成３６年度の見込みという

ところになりますけれども、こちらの１０ページの部分につきましてはこれ実際平成３０年度

の部活動で活動している人数ということで、１０人ほど合わないというようなところになりま

す。 

○教育長（大友義孝） というのはね、実際活動しているのが５６７人ですよね。でも、生徒数

は５７１人いますよと。だけれども、６ページのほうは５６１ってなっているんだけれども、

ここはこの表自体が総生徒数ではない数字だよね、こいつね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） ５６１がですね。 

○教育長（大友義孝） ということは、５７１人合計の生徒数がいるんだけれども、５６１人が

ここで言っている表とのすれ違いというかな。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） すみません、ちょっと私勘違いで申し

わけございません。ここで６ページで示しているものにつきましては、このグラフは普通教室

の生徒数を拾ってございます。これの部分ですね。そして実際は５７１人、総生徒数ですね、

５７１人でございます。１０人が特別支援教室というふうな、そちら特別教室というようなと

ころになってございまして、その子供を含めた数値が１０ページの合計の５７１というところ

でございます。 

○教育長（大友義孝） わかった。総計は５７１人なんだけれども、普通教室に入っている人た

ちは５６１人だよと。だけれども、部活動している人が５６７人たから、６人の人が特別教室

に入っても部活動していますよということの解釈でいいということね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） そうです、そのとおりです。 

○教育長（大友義孝） 何かわかりにくいね、ここね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） すみません、ちょっとわかりづらくて

申し訳ありません。教室数を出す際にどうしても普通教室数というのがベースになるもので、

それを出すためにこのような分け方をしているんですけれども、ちょっとわかりづらいという

か表現が複雑というか、そういう形になってしまいます。 

○委員（後藤眞琴） 誤解される余地がありますので、説明しておいたほうがいいんじゃないで
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すかね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） わかりました。 

○委員（成澤明子） これについては、前も国際航業の方がみえたときにお話ししたと思うんだ

けれども、やっぱり私たちが小学校の人数といった場合は、支援学級にいる子も含めてイメー

ジしていると思うんですよね。だから、総数だって絶対思っちゃうので、やっぱり総数を示す

べきじゃないかと。あるいは括弧を使ったりして、支援の子供がそのうち何人だとかというこ

とはあり得るとは思うんですけれども、やっぱり普通教室を設定する上でどうしても普通学級

の子供の人数が必要とは思うんですが、やっぱり総数はいただきたいなと思います。 

○委員（後藤眞琴） 私もそれに関連してですけれども、これ前にもあった数字と、ここに出て

いるのが若干違っているんですよね。その点も、この時点で教育委員会で５月に出すわけです

よね。そうすると、これとの関連はどうなるんですか、前にもらった。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） すみません、いつ時点ですか。 

○委員（後藤眞琴） これは、平成３１年。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） ああ、直近のこの間の総合教育会議で

お渡しした。それで今回お出ししているのは含めたもので、この間総合教育会議でお出しした

のは含めたものということでございます。それで、これが前回９月のものをベースに、昨年平

成３１年の９月のものをベースにこれ作成しているものでございまして、直近で今５月でお出

しするということであれば、これを置きかえて出すべきではないかというような。 

○委員（後藤眞琴） 理由があれば、これ９月１日になっていますよね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） それで、基本的には今回お出ししたも

のと大きく乖離するものではないので、この施設内容に影響を及ぼすものではないというとこ

ろでございますので、最新のものに置きかえて調整するということでよろしいと思います。 

○教育長（大友義孝） ちょっとね、同じものを見ながら人数の違いというのはなかなかわから

ないし、それから意見交換会なんかで出している人数と合わないとかというその根拠を明確に

示しておけば、それはそれでいいとは思うんですよね。 

  そのほかのところで、５ページになりますけれどもこの校舎の基準プラン、今のところで８

ページで６４平米を基本プランとしているということなんですよね。これ、なぜかというと３

０人未満学級をひとつ考えています。その上で余裕を持たせていますから、この運用細目です

か、これはあくまで文部科学省の基本運用細目になるんでしょうけれども、それではなくて６

４平米を使っていますよということでいいんですよね。４０人を基準とするならば７４平米、
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最低限ということの解釈でいいということですよね。 

  どうぞ委員さん方、これ見てどうぞご発言いただいて。 

○委員（後藤眞琴） それじゃあ、２ページのこの新中学校の施設整備基本方針の「シンボル性」

ってなっているんですけれども、これ前に申し上げればよかったんですけれどもこの「シンボ

ル性」っていうのはどういう意味に解したらいいんですかね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） これにつきましては、やはり今後３つ

の中学校を１つにというところになりまして、あと今後長くその学校をいいものとして持続さ

せていくというようなことで、美里町の１つの教育のシンボルというようなところで「シンボ

ル性」というようなところで記載させていただいたというところでございます。 

○委員（後藤眞琴） そういう意味、１つは美里町の教育のシンボルになるような中学校をつく

るんだと。 

○教育長（大友義孝） ここができたのは、１ページの方向性というのは基本構想に書いてある

んだけれども、何となく「基本方向性」１・２・３・４ってあるんですけれども、ここタイト

ルがあって説明がですね、本来もっと構想の部分だと項目、タイトルなり説明の部分っていう

のはやっぱり長かったと思うんです。例えば、この「方向性１」のところを見ると、タイトル

が「必要な生徒数の規模を確保するため」って書いてあるんだけれども、それでいいのかな。

意味合い的にはそうなのかもしれないけれども、そういうことなんでしょうかと思ったんです

ね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） これらにつきましては、大分基本構想

をベースに違う要素はなるべく入れないような形で整理しているとは思うんですが、やはりち

ょっとかいつまんでいる部分がございますので正確な理解をいただけないというか、そういう

ようなところにもなるのかなというふうには思っておりますが、あくまでもこれは実際の施設

の計画をつくる際の前提となるものを簡略化というかシンプルにしたと、そして記載させてい

ただいたというようなところでございます。 

○教育長（大友義孝） そうですね、「基本方向１」というのは中学校を１校に再編するというこ

とですよね。その中身が、この下のほうにある「生徒数の減尐を見据える」っていろいろ書い

ているんだけれども、そういったことから規模を確保するということなんだよね。だから、タ

イトルではないような気がするのね、そもそもね。 

  それから、「方向性２」の部分については、新しく建設する方向で整備するということなんで

すよね。これ、再編整備のことを言っているんだからさ。３つ目についてはこれは３０人、尐



 17 

人数学級の編制、そして尐人数指導の導入。それから４つ目、これは大きいんだけれども、田

んぼの中学校も絡むんだけれども、地域に開かれた学校運営と多様な地域人材の活用というこ

とですよね。 

  そういった説明のところをもう尐しきちんと書いたほうがいいのかなというふうに思ったん

です。今日出すまで私直せばよかったんだけれども、ちょっと直し切れなかったんですよね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） わかりました、これ、ちょっと今のお

話を受けまして、もう一度ちゃんと基本構想とちょっと突き合わせて、そして整理を。 

○教育長（大友義孝） 文字を並べてみると、ちょうど１ページにおさまるのさ、１から４まで

は。そのままずばり載せたって構わない、割愛しないでというふうなことでもいいとは思うん

ですけれどもね。基本構想、そのままずばり入れてというふうに思ったり、ちょっとここ検討

が必要じゃないかなと。 

  以上です。 

○委員（後藤眞琴） １・２・３ページね、もう一度。この内容は変わらないと思うんだけれど

も、文言を整理したほうがいいんじゃないか、１・２・３、これ基本方針になりますのでね。 

○教育長（大友義孝） そうですね。それが、多分ですよ、３ページの表ありますよね、長い表。

この左側に載せようと思うと形を縮めなきゃないのさ、だからなんじゃないかなと。だったら

説明要らないから、タイトルだけどんと載せるとかということでもいいんだろうなと、前に説

明しているんだから。だから、そこちょっと尐し文言整理したいと思いますけれども、いかが

でしょうか。 

○委員（成澤明子） 私も、そこの３ページのところの一番上の「生徒にとって心身ともに健康

な学校生活を送ることができるユニバーサルデザインを踏まえた快適な教育環境整備」って、

ちょっと意味がわからないんですけれども。ユニバーサルデザインを踏まえないと、快適な生

活ができないのかなって逆に思ったりするので、それが必要なのかってちょっと感じました。 

○委員（成澤明子） やっぱり無意識のうちに、私たちはユニバーサルデザインを踏まえた学級

環境について、今話していると思うんですね。どんな立場の子供にとっても、生徒にとっても、

快適に生活できるように、学習できるようにって考えているから、改めてユニバーサルってい

う言葉を持ってくると「おっ」って思うんでしょうけれども、意識的に全ての皆さんにユニバ

ーサルなデザインでもってやっていきますよっていうことを示すのであれば、必要かなとも思

います。 

○教育長（大友義孝） ユニバーサルデザインって何なのという注釈も必要になってきそうな気
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がするんですけれどもね、ここね。見る人見れば、わかる人はわかるんでしょうけれども、ち

ょっとそこね。ここ、整理したほうが。 

○委員（後藤眞琴） 忽那先生からもらったパンフレット読みますと、オリンピック・パラリン

ピックに備えてユニバーサルデザインの町をつくるんだと。外国から来た方にもわかるように、

そういうものを官房長官かな、出してあると。それを踏まえてみたいですね。僕それ以上、忽

那先生からこういうものだということでもらった資料を読みまして、そんなことで。 

○委員（成澤明子） ここは「ユニバーサルデザインを踏まえた」を消しても、文章的には「快

適な教育環境を整備する」んだからそれでいいですけれども、意識的にやっぱり「そういう点

も私たちは考えていかないと」ということを示すためには、入ってもいいのかなと思います。 

○委員（後藤眞琴） もともとはユニバーサルデザインというのは、障害者のものが基本になっ

ているみたいです。 

○教育長（大友義孝） もとは、特別支援のほうから入ってきているんですよね。 

○委員（成澤明子） あらゆる人にと、あります。 

○委員（後藤眞琴） もともと政府の人はそれが基本になって、それから一般の人もというふう

に拡大していく、それで共生社会をつくるんだという、先ほど申し上げましように忽那先生に

いただいた資料によりますとということをつけ加えさせていただきます。 

○教育長（大友義孝） 障害のある人もない人も、共存していましょうというスタイルですね。

そうか、単純にこれだけを見た人は「ユニバーサルデザインって何」っていうふうになってし

まうな。何かうまい表現つけながら、わかりました。ここちょっと検討したいと思います。 

  あと、一番下が横文字ばかり並んでいるんで、「ゼロエミッション」とか何とかって、こうい

うのあるんですよね。環境に配慮しているということなんだろうけれども、ここ出典部分とい

うのが１番左側の基本構想部分であって、右側は今後の展開をどうするかという方針部分なん

ですよね。だから、「ゼロエミッション」ってなかったんだよね、多分。でも、中身的に見ると

「ゼロエミッション」なんだということだと思うんですね。廃棄物とか、環境を破壊しないよ

うにしていくということなんだろうと思うんですが。 

  文言整理はさせていただきます。 

○委員（後藤眞琴） それからキーワードのところ、これどこでも今キーワードを書きなさいと、

論文書いても「キーワードになるものを５つぐらい書きなさい」ってありますけれども、これ

やっぱりあったほうがわかりやすいということがあるんでしょうか。これ見ますと、「美里町の

シンボル建築」ってなっていますよね、中学校。そうすると、建物そのものもシンボルのよう
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なものになるんだという意味にもとれますからね。先ほどは、美里町の教育のシンボル、建物

も含む中身ですね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） そうですね、全体を含めて。 

○委員（後藤眞琴） 重要視したんだけれども、ここだったら建築だからね。 

○教育長（大友義孝） 建物の形がシンボル的なものという意味合いも考える必要あるのかな。 

○委員（後藤眞琴） 学校そのものがね、赤レンガづくりとか。 

○教育長（大友義孝） まあ赤レンガ、青レンガとか、そういうのがシンボルなのかな。 

○委員（後藤眞琴） やっぱり要るんですよね、キーワード。 

○教育長（大友義孝） このごろキーワードっていうのは何かありますね、いろいろなことで。

まあ、あったほうはいいのかもしれないね。ただ、このキーワードを入れることによって誤解

を招くようなことってないでしょうね、今先生言われたように教育の中身のシンボルじゃなく

て、建物のシンボルという意味にとられるという、それよりは中身を見てくださいということ

なんですか。 

○委員（後藤眞琴） この「豊かな田園景観を云々」のところ、これはやっぱり省エネルギー、

再生可能エネルギーを十分使うんだというあれですよね、ここでは。 

○委員（成澤明子） エネルギーを美里町で循環させるという、理想は。 

○委員（後藤眞琴） 「ゼロエミッション」って、これもなかか難しい、これはそういうふうな

方向でいくんだという格好ですね。 

○教育長（大友義孝） 気候を混乱させる廃棄物を排出しないエネルギー、太陽光とかですか。 

○委員（成澤明子） 太陽光発電等ですから、もしかしたら流水発電とか。 

○教育長（大友義孝） リユースとか何とかっていうのはだめなんですね、大気汚染になるから。

燃やして発電するのはだめだという。 

○委員（成澤明子） でも、電気のエネルギーだけでなくて熱エネルギーとして回収して暖房に

も使うとかってなったら、いいかもしれません。 

○委員（後藤眞琴） これも前申し上げればよかったんですが、「地域の人々とのつながり」って

いうんで、学校運営への住民参加ってありますよね。そうすると、これどんなことでも学校運

営に住民が参加できるような意味にもとれちゃいますよね。そうすると、そこでコミュニティ

ースクールとかつくった場合、それから学校評議員制度なんかで学校で迷惑している部分もあ

るんですよね。 

○教育長（大友義孝） そうですね、公立でやるところになっているとか何とかって言っていま
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すけれども、現実にやっているところはそっちが表に出てしまって、やって失敗しているんで

すよね、事例を見ると。だから、地域の方たちと一緒になって学校を運営していくっていう、

例えば教職員の人事に話が行ったりとか、そういったことっていうのは全てがクリアした段階

でそこまで進むべきだろうというふうに言われてきています、今。 

  だからそうじゃなくて、地域が学校を支えるという部分からスタートしていかないと、地域

コミュニティースクールの実現というかについては、やはり難しいだろうと。そして、今社会

教育のほうでは協働教育の部分がありますので、協働教育とコミュニティースクールをどのよ

うな形でそれをリンクさせて学校運営にもっていくかというのが、今課題になっているわけで

す。だから美里町教育委員会の中でも、その組み立てをしっかりしていかないと、という思い

はしていました。 

○委員（後藤眞琴） 文部科学省が出したもの、そのコミュニティースクールとか評議員制度、

最初出したものでかなり住民が学校運営に参加できるような文言になっていたんですよね。そ

れが弊害があって、文言を変えたりしているんですよね。ですから、その辺も踏まえるような

表現に、誤解されないようにしたほうが。 

  これ先ほどね、ちょっと確認したいんです。これはあくまでも、これをもとにして細かいこ

とはいろいろ変わることもあるけれども、あくまでも基本計画なんだということですよね。そ

れで、これから詳細なことをする場合には、住民とか保護者とか学校関係者が参加できるよう

なものをつくって、いろいろ意見を聞くというような理解でよろしいですか。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） そのとおりでございます。 

○教育長（大友義孝） そうですね。 

○委員（後藤眞琴） すみません、９ページの部活動の部分なんですけれども、多分仮の話なん

ですが、新しくできる陸上部・バドミントン・ダンスなどあるんですけれども、そのほかにも

例えばハンドボールとかいろいろあると思うんです。その借りの部活というのをここに挙げた

ほうがいいんですか。挙げないで、皆さんで考えて。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） これについては、ちょっと入れちゃう

と何となく「こういうのつくるのか」ということで誤解を招く部分もあるんですが、まずとり

あえずは今現在の部活動に加えて本当に一例というか、こういうものも考えられるんではない

かというような意味で掲載しているということなんですけれども、おっしゃられるようにそう

いう誤解を招くようなところがあるんであれば、それは注釈入れるとか。 

  あとは、何を新しく追加するかということにつきましては、これはやはり学校・生徒、そう
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いう意見をしっかりと聞いて、今後定めていくというようなことになると思いますので、例え

ば「あくまでも一例」という形で表現しておくとか、そういう形の整理かなというふうに思っ

ております。 

○委員（後藤眞琴） そこも、これ「想定」ってなっていますけれども、誤解を与えないような

説明が必要だろうと思います。 

○教育長（大友義孝） これ、ちょっと確認です。２３ページの部分で、これ方針だから「浸水

深以上の計画高」で、断面図さっき出ていましたよね、一応基本のね。これ、ぎりぎりの高さ

だということで捉えていいのかな。今のところの浸水深、このくらい盛土しますよという部分

ですよね。今考えられることって書いているんですよね、これはね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） 余り細かくそこら辺の設定はしていな

いという、実際細かい測量もちょっとまだ実施していないところありますので、まず考え方と

して当然浸水深以上というところで、こういう形でお示ししています。 

○教育長（大友義孝） それから、軟弱地盤はこれから時間かかると思うんだけれども、これ期

間的には大丈夫だよね。今から５年後想定しているし、建物は国だよね、多分ね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） そうです。 

○教育長（大友義孝） 時間的な部分は大丈夫ですね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） それで、駅東で実際主にプレロードを

中心に工事をしておりますが、駅東の場合は南側ですね。駅東地区の南側、駅東の３丁目って

いうんですかね。あちら側の一部が非常に悪いところがあって、いろいろ工法を追加してやっ

ているということでございますが、小牛田南郷線付近で今回の予定地に近い部分につきまして

はプレロードの工法で、場所によって多尐のばらつきはありますけれども、１年半とかそのよ

うな形で落ち着いているというようなところもございますので、そういうデータを参考にしな

がら、今後実際に地質調査やると細かい部分出てきますので、その軟弱地盤の解析を行ってそ

して対策が出てくるというところになっております。 

○教育長（大友義孝） 事業費の関係なんだけれども、意見交換会を通して財政シミュレーショ

ンを通してきて、そして今回再精査した金額が載っかっているということですよね。これは、

単純に平米単価を面積に掛けたわけでないんだよということですよね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） 基本的には、そこまで細かい積み上げ

をしている事業費はやはり概算にはなるんですが、財政のシミュレーションとかそういうやり

とりも含めて、そういうものも加味した中で現時点で出せる、現時点というかこの時点で出せ
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る精度で見直しを行ったものということで、そこまで細かい精査をしているわけではありませ

ん。 

○教育長（大友義孝） やっぱり全体的に通してこの流れで施設計画というのか、１５ページに

は設計方針・基本仕様という部分、これに尽きてくる。それに対して面積が入ってきたりとい

うことだと思うのね。これをもとに、これから設計とかそういった部分に進んでいく方向性と

して示すというものだから、ここが一番肝心なところというふうに思っていました。 

  いかがですか、留守委員さん。ずっとこう、今見ていただいたと思いますけれども。 

○委員（留守広行） 基本計画がきっちりしない限り、前に進めないという認識ですので。あと

これが通れば、準備委員会なりそういうものの立ち上げが必要になってくるということなんで

しょうか。細かいことはそこで出ることもあるでしょうし、図面等も案の案の案でしょうから、

ちょっと気になったのは駐車場の台数が尐ないかなと。ただ、これはあくまでも案の案なので、

業者さんとか決まってからということになるかと思いますので、そのほう早く基本計画を処理

するという方向であればいいなと思っています。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） 今留守委員がおっしゃったように、駐

車場の問題につきましてはアンケート調査の中でも大分ご心配をいただいていますし、意見交

換会の中でも出ている。やはり、何かイベントがあったときの駐車台数、そういうときの対応

をどうするんだと、そういう部分がございますので、そういう意見を今のところ集約してとい

うか、そういうことを今後しっかりと検討して整理をした上で、この実際の実施計画のほうに

反映させていくというようなことになるのかなというふうに思ってございます。 

○委員（後藤眞琴） ４ページに総事業費、概算ってはなっていますけれども「５５億円を上限

とする」とはっきり明示されているんですけれども、これ大丈夫なんでしょうね。これ以上に

ならないと。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） これにつきましては、やはり事業費に

ついてもある程度明確にしなければならないということがございまして、これは専門家という

か国際航業のほうで今回この計画をつくるに当たって建築と土木の内容を精査して、あとはシ

ミュレーションの中で財政なんかから話しがあった備品、そういうところも含めた形で５５億

円という内容を今回お出ししているということで、これで間に合うというような整理でござい

ます。 

○教育長（大友義孝） ただ、さっき留守委員からも言われて、アンケートとか意見交換会にも

あるように、例えば駐車台数が今の倍ぐらいやっぱりあったほうがいいというふうなことにな
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ってくると、用地をもっと取得していかなきゃないとなると、事業費はまだ多くなってくるだ

ろうと。そういう想定はあるわけですよね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） 今回は、この条件で５５億円というこ

とでございますので、例えばやはり駐車台数の問題とか、あと配置の問題でもう尐しこうだと

かという話が出れば、当然その部分の議論がプラスになるということになっていくと。 

○教育長（大友義孝） そうですよね。 

 

  成澤委員。 

○委員（成澤明子） すみません、その話でなくてもいいですか。 

  ３５ページの図面を見ながらお話ししたいんですけれども、ここに緑地っていうのはないん

ですね、全く。のり面であると管理用通路とか緩衝帯とかっていうのはありますけれども、緑

地っていうのは全くなくて、田園の中に建つ、美里町という緑豊かなところに建つ中学校であ

るならば、やっぱり緑地っていうのは大きなシンボルになるんじゃないかと思うんですけれど

も、一遍に全部樹木植えないにしても、入学記念であったりとか、卒業記念であったりという

ようにして、尐しずつ何かシンボルツリーみたいなものをふやしていって、最終的に緑地をつ

くるということでもいいので、やっぱり緑地の部分というのはこの狭いところでなかなかじゃ

あどこを削るってなると大変ですけれども、考えていく必要があるんじゃないかと思います。 

○教育長（大友義孝） 確かにそうですね。 

○委員（成澤明子） よくいろいろな学校に行って、やっぱり緑が豊かだとまずいいですよね。

それが、全く校庭があって建物があってというだけだと、ちょっと余裕がないかなという気が

します。 

○委員（後藤眞琴） 本当に最近機能的になって、昔の高校とか古いところはみんな緑結構ある

んですね。 

○教育長（大友義孝） 防風林的なものも要るかもしれないですね。そういうことは、これから

敷地の利用方法として緑地整備という部分も今後予定できるようなものを入れていくと。 

  それから、駐車場がもったいないというのはこの調整池があるために、大分面積を絞ってい

るから、この調整池を仮に駐車場にしてしまえと。雤降ったときは調整池で使うというふうな

方法とかね。雤降りの行事のときは、じゃあここにとめられないのって話になってくるから、

そうすると調整池は別ものとして考えなきゃないのかということがあったりとか、今後ですよ。

今の中では、教育効果を失わない面積要件をクリアしているわけですから、そういった部分が
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今後出てくるのかなというふうなことは今すぐ考えられますけれどもね。 

○委員（成澤明子） 調整池も目に優しいというか、普段は多分短い草が生い茂っているという

感じで、むしろ緑地を形成しているような感じがするんですけれども、私が今言っているのは

駅東のコミュニティーセンター前の調整池ね。あそこは普段は水がなくて、芝生かなという感

じのイメージなんですけれども、大雤のときは「おお、こんなにたまるんだ」と思うくらいた

まりますけれども、だから必要なものだと思いますから、場所を尐し考えればいいのじゃない

かなと思います。 

○委員（後藤眞琴） あるいはこれを隠して、コンクリートか何かで、それの上を利用できない

のか。この前僕船岡に行ったら、人と待ち合わせしたとき建物の大きいのがあって、そこコン

クリートになっていたんですよね。それでひょっと見たら、ここは調整池って書いてあるんだ

ね。だから、そういうこともあるいはできるのかなってそのとき思ったんですけれども。 

○委員（成澤明子） 地下が調整池になっているような感じですよね、イメージとしては。 

○委員（後藤眞琴） これは、もう課長さんの専門だろうと思うんですね。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） 基本的には貯水できる容量があって、

それで調整して流すという役割ですので、そこにある程度ためられる容量があれば、形につい

てはさまざま多分実情に合わせてあると思いますので。 

○教育長（大友義孝） 地下にあるのは大阪駅じゃなかったかな、地下３階だか４回だかにある

し、あとはこの辺のスーパーなんかは駐車場が調整池になっていますし、あとグラウンドその

ものが調整池になっていて、日常はグラウンドとして使えるんだけれども、雤降ったときには

調整池というふうになったりとかといういろいろなことを考えられると思います。 

○委員（後藤眞琴） 維持費がかかるかもしれませんが。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） そうですね。 

○教育長（大友義孝） では、どうでしょう。今言った、先ほど出されましたご意見いただいた

件、尐し文言整理は必要かと思いますが、相対的にこの新中学校施設基本計画、今のところ案

でございますが、今日教育委員会としてはこういうふうな形で進めてまいりたいということの

確認をさせていただいてよろしいでしょうか。 

○各委員  「はい」の声あり 

○教育長（大友義孝） じゃあ、委員の皆さんから基本計画については確認をさせていただきま

したので、ちょっと文言整理は必要かと思いますけれども、これをもって基本計画ということ

にさせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。 
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  それでは、ここで尐し休憩を挟んで、２つ目の案件に入りたいと思いますので、１０分ぐら

いお休みしますか。 

  じゃあ、再開は４０分からということにさせていただきたいと思います。よろしくお願いい

たします。 

 

休憩 午前１０時３０分 

                                            

再開 午前１０時４０分 

 

○教育長（大友義孝） それでは、再開をさせていただきます。 

  ただいまの出席委員、教育長を含め５名でありますので、成立いたしております。 

 

                                            

 

日程 第３ 美里町学校施設長寿命化計画の変更について 

○教育長（大友義孝） それでは、協議事項の２つ目の案件です。日程第３、美里町学校施設長

寿命化の変更について協議をさせていただきます。 

  では、事務局から説明をお願い申し上げます。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） お疲れさまでございます。私のほうか

ら説明をさせていただきたいと思います。 

  資料は、本日お配りいたしました「現行」「変更後」と書かれたものをもとにご説明させてい

ただきたいというふうに思います。 

  それでは、座って説明させていただきます。 

  まず、美里町の学校施設長寿命化計画につきましては、平成３０年の４月ということで策定

をいたしているというところでございまして、概要を申し上げますと中学校につきましては基

本構想のほうで対応していくというような整理になっております。幼稚園施設につきましては、

現在のところまだ务化がそれほど進んでいないということで今回はしていないというところで、

小学校につきましては緊急性を要するというか、务化が激しいもの、あと改修が必要と思われ

るものについて詳細に定めているというようなところでございまして、細かく調査をして計画

を立てているのが不動堂小学校、青生小学校、あとは南郷の給食センターと、この３つの施設
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というところで策定しているところでございます。 

  それで、本年度昨年度の財政との調整が完了して、今年の予算で設計料というところで確保

して、来年度工事に向けた予定というところを組んでございますが、長寿命化計画の中にお示

ししているもの、学校施設の実施計画ということで計画期間の計画について、１０カ年の計画

について載せているということで、現行につきましてはこちらの左側にありますように計画と

いたしましては平成３０年から平成３９年までということで、これは不動堂小学校の長寿命化

改修ということで、年間１億円ということで１０億円というところで立てていて、これにつき

ましては特段変更していないというふうなところが現状であるというところでございます。 

  それで、今回南郷の給食センターの修繕を実施するに当たり、起債事業を使うというような

ところで考えてございまして、その要件が起債事業を使うためにはやはり長寿命化計画の中に

実施についての内容が記載されていなければ該当にならないというようなところがございまし

て、今回起債事業でこれは交付税措置もある起債事業というところになりまして、かなり有利

な財源というところになってございますが、それを活用したいというところもございまして、

本来であればもっと早い段階で、予算取得の段階でちょっと協議をしてお認めいただく、調整

が整った時点でお認めいただくという手続を進めるべきであったというふうに思ってございま

すが、その手続がちょっとできずに今日まできてしまったということに対しましては、非常に

申しわけないというところでございます。 

  ちょっと手続はおくれてしまったんですが、その起債の事業を使って有効な財源を活用しな

がら進めていくために、今回この計画の中で平成３１年、平成３２年のところに給食センター

の事業費を掲載させていただきたいというところでございます。お認めいただければ、これを

もってあとは起債の手続、そういう部分に入っていきたいなというふうに財政と話しをしてい

るところでございます。スケジュールといたしましては、今年度まずは設計をいたしまして、

来年度には改修をしてというふうなスケジュールで、まずこの２カ年で対象については完成す

るという見込みであるというところでございます。 

  あと、ちょっと余計な話になってしまうかもしれないんですが、いずれ美里町の学校施設全

体の、今回新中学校の部分でございますので、そういうものを含めて、幼稚園もいずれちゃん

と手を入れていかないと、後から後手に回るような修繕をしていきますと施設を長く使えない

というようなところもございますので、全体的な修繕計画、長寿命化計画を見直していく必要

があるのかなというふうに考えておりまして、まずはそのベースとなる考え方を整理しながら

今後進めてまいりたいなというふうに思ってございます。 
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  あと、こちらの実施計画につきましても、事前にご審議いただきながら定期的に、財政との

調整もございますけれども今後はそういう形で調整しながら整理をしながら進めさせていただ

ければというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

  私のほうからは以上でございます。 

○教育長（大友義孝） 今ご説明をいただきましたが、この長寿命化計画で今南郷学校給食セン

ターの関係も入れなければならないというようなことがございました。委員の皆様方、この長

寿命化計画を全般的に策定する段階でいろいろなご意見があったとは思いますが、今回このよ

うな変更ということでありますので、ご意見ございますでしょうか。 

○委員（後藤眞琴） 今課長さんのお話にあったように、ほかのものもこれからいろいろ検討し

ながら長寿命化計画を考えていくんだと、それぜひ手遅れにならないようにやっていただけれ

ばと思います。 

○教育長（大友義孝） 全体的に長寿命化、いつまでも使えるものという目的を持てば、壊れる

前にやっぱり修繕をしていかなくてはならないというのが基本だと思うんですね。そのために

は、修繕計画なるものがしっかりとあるべきものであって、もうつくった、供用開始したとき

から修繕はいつごろから手をかけていかなきゃないのかということは、学校教育環境審議会の

中でも委員さんの中からも発言があったんですよ。だから、新しいからいいんだということで

手を加えないと、壊れたときに直すのではおそいのではないか。したがって、今課長から説明

がありましたように、全体的な見直しというものの必要性があるだろうと、全くそのとおりだ

と思います。 

  この事業計画、実施計画というふうに名を打って、不動堂中学校１億円ずつっていうのも、

こまた何で１億円ずつなんだと。１億円ずつやる事業に、じゃあ絞り切っているのかという中

身ではないんだと思うんですね。だから、そういった財政面のものは財政面のものとしてあっ

ていいと思うんですけれども、実際修繕計画というのはしっかりと「何を、いつ、どう直す」

というのをやっておかないと、これはうまくないんじゃないかなと思っています。 

  学校施設だけじゃなくて、公共施設全般的にも言えると思うのでここの南郷庁舎、平成元年

から供用開始していますけれども、じゃあここの長寿命化計画あるんですかということにもな

るわけですよね。本庁舎のほうはどうなんですかと。いろいろな施設持っている以上、やっぱ

り必要性があるものは計画をつくってやっていくべきだろうというふうに私も思います。 

  そういったことで、施政方針の中にも入れていたような気がしますし、今年１年で終わるか

どうかわかりませんけれども、手を加えていきたいなというふうに思いますので、今回は学校
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給食センター２カ年計画で一応直していきたいということの案であります。 

○各委員 「はい」の声あり 

○教育長（大友義孝） ありがとうございます。 

  そのほか課長さん、何かあります。いいですか。 

  じゃあ、今回については変更させていただきますが、先ほども言ったように全体を通して一

応学校教育施設を考えていきましょうということにさせていただければと思います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

  それでは、この長寿命化計画の変更については終了させていただきます。 

 

                                            

 

その他 

○教育長（大友義孝） その他ということでございます。その他案件、事務局で何か連絡、報告

事項等ありますか。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） １点だけ。 

  ちょっと先ほど学校再編についてということで、ある程度文言整理をしなければならないと

いうことですので、これ私のほうでまずは整理をさせていただいて、あとはちょっと見て確認

をいただいてというところで、そういう作業が必要になるのかなというところでございます。

それで、今後総合教育会議のほうでもこの計画についてご説明をさせていただくと。その前段

にご確認いただくという作業があるんですけれども、どのような形でご確認いただけばよろし

いかというところですね、ちょっとご協議いただければというふうに思います。 

○教育長（大友義孝） まずこれは、直した上で委員さん方に配付させていただいて、確認をし

ていただくということにしかならないと思って、また会議を招集して確認ということにはなら

ないと思いますから、こちらで案をつくって委員さんにメールもしくはお届けする、そういっ

たところで確認をしていただいて、こちらに連絡をいただくということでいいのかなと思いま

す。そういうことでよろしいですか、確認作業として。流れ的には、さっき確認したというこ

とでございます。 

○教育総務課長兼学校教育環境整備室長（佐藤功太郎） わかりました、ありがとうございます。 

○教育長（大友義孝） そのほかありますか。藤﨑補佐、教育次長、何かありますか。（「特に

ございません」の声あり） 
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  じゃあなければ、以上で本日の日程は全部終了いたしましたので、これをもって令和元年５

月教育委員会臨時会を閉会いたします。 

  大変お疲れさまでございました。 

 

午前１１時００分 閉会 
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  上記会議の経過は、事務局教育総務課長補佐兼総務係長 藤﨑浩司 が調整したものであるが、

その内容に相違ないことを証するため、ここに署名いたします。 

令和元年８月２３日 

 

署 名 委 員                       

 

署 名 委 員                       

 


